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研究成果の概要（和文）：1867年に設置されたベルリン工芸博物館は、まずカール・グロピウスが造った「グロピウス
のジオラマ」を展示施設として開館した。そしてマルティン・グロピウスの設計によって独自の博物館建物が完成した
。ジオラマは19世紀にヴァーチャルな視覚体験を可能にした画期的装置であるが、本研究では「グロピウスのジオラマ
」には展示機能や教育機能も備わっており、それが未体験の時代や国の応用芸術作品を展示する工芸博物館の展示戦略
に受け継がれたこと、そしてその際にグロピウス家が重要な役割を果たしたことを、当時の新聞資料などを用い、具体
的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The Museum of Applied Arts in Berlin was founded in 1867. Its first gallery 
opened in the former “Diorama of Gropius” created by Carl Wilhelm Gropius. The original museum building 
was designed by Martin Gropius and came to open in 1881. Diorama is the revolutionary device enabled the 
virtual visual experience in the 19th Century. Remarkably the functions as gallery and workshop were 
adapted to “Diorama of Gropius”. This study can explain concretely, on the basis of contemporary 
documentation like as new paper, periodical etc., that the multi-function of Gropius’ Diorama was 
succeeded to the presentation strategy of the museum of applied arts which showed the objects from the 
period and country not enabled to experience practically and that the family Gropius played the 
distinctive roll in this history.

研究分野： ドイツ近代美術・デザイン史、日独文化交流史
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１．研究開始当初の背景 
 
ここ数年、欧米の工芸博物館さらにはデザイ
ン・ミュージアムでは、展示（環境）のリニ
ューアルが相次いで行われている。その基本
となるものは、時代（様式）ごとにひとつの
空間を当時の文物を可能な限り利用して再
構成する展示か、素材や技法別に作品（物）
そのものの特性を明らかにしようとする標
本的展示、より中心的なのは両者を共存させ
た展示である。そのような展示、特に前者の
展示手法は、社会背景や建築空間と直接的関
係をもつ応用美術作品の展示手法として、と
くに欧米でひろく取り入れられている。この
手法自体は、ロンドンのサウス・ケンジント
ン博物館（現在のヴィクトリア＆アルバート
博物館）から始まったと考えられるが、ドイ
ツにおいても 1880 年代に各地で工芸博物館
建物が建設された際に、積極的に採用された。
ベルリンも例外ではなく、1881 年の博物館専
用建物開館時には、1 階にこの手法を採用し、
中世からロココにいたる展示が行われた（図
1）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 筆者は以前の研究において、ベルリン工芸
博物館がこのような展示手法を採択した理
由を、初代館長ユリウス・レッシングの「工
芸の歴史」の可視化に求めた。しかしこの「歴
史の可視化」という問題が、19 世紀における
「視覚」というより広い問題意識とどのよう
に関わり、それが工芸博物館とその建物の設
立経緯や展開といかなる影響関係にあった
のかについては、いまだ詳細に検討されてこ
なかった。ベルリンにおけるこの問題に深く
関わった人物としては、ドイツにおける新古
典主義の建築家として著名なシンケルと親
交を持ち、自身も舞台芸術家そしてベルリン
初の「ジオラマ」館経営者であるカール・グ
ロピウス（図 2）、そしてシンケルの影響を受
けベルリン派建築の一翼を担い、工芸博物館
の設立に関与しその建物を設計することに
なるマルティン・グロピウスが挙げられるが
（図 3）、研究の鍵となるこの一族を、ひとつ
の流れに位置づける研究は、（特に日本では）

これまで全く行われてこなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
２．研究の目的 
 
 ベルリン工芸博物館は、設置当初、独自の
博物館建物を持っていなかった。そして最初
の博物館建物として再利用されたのが、「グ
ロピウスのジオラマ」と呼ばれる「ジオラマ」
施設であったことに注目したい。自身は移動
することなく、目の前に外国の名所の風景が、
時に光の変化を伴いながら、様々に現れる装
置を備えた「ジオラマ」や「パノラマ」とい
った施設は、ヴァーチャルな体験を可能とし、
19 世紀の人々に新たな視覚の在り方を伝え
ることになった。工芸博物館における時代を
めぐるような展示は、実際には体験し得ない
歴史や空間を移動する視覚の提供という点
で、この「ジオラマ」や「パノラマ」と密接
な関係を持つと考えられる。その点について
は、伊藤俊治氏が『ジオラマ論－「博物館」
から「南島」へ』（1987 年）において明確に
指摘しているが、本研究の目的は、ジオラマ
から（工芸）博物館への流れを、カール・グ
ロピウスからマルティン・グロピウス、さら
にはバウハウスの創設者ヴァルター・グロピ
ウスという一族の繋がりとリンクさせ、ベル
リン工芸博物館の成立と展開を軸に、具体的

図 1 「ベルリン工芸博物館のゴシックの間（マル
ティン・グロピウスの空間構成による）」1890 年頃 

図 2 ヘッカー・ジュニア《カール・ヴィルヘルム・
グロピウス》1815 年、ベルリン市立博物館財団 

図 3 「マルティン・グロピウス」1876 年頃 



に検証することにあった。 
 
 
３．研究の方法 
 
 カール・グロピウスについても、マルティ
ン・グロピウスについても、日本においては
ほとんど研究の蓄積がないため、最初の作業
として行わなければならなかったのは、両者
に関する基礎資料の収集である。まずは、両
者の歴史的位置づけを確認するため、彼らに
関するモノグラフなどの二次資料を、主にベ
ルリンの美術図書館で集中的に閲覧し、必要
なものは適宜購入したほか、入手不可能なも
のについては複写などを行った。 
 次のステップとして、両者に関する一次資
料の閲覧を行った。特に、カール・グロピウ
スの「ジオラマ」については、時代を考慮し
ても写真資料などは存在しない。それゆえ、
彼自身ないし同時代の画家で、当時のベルリ
ンの街を数多く描いたエドゥアルト・ゲルト
ナー（彼はカール・グロピウスのアトリエで
働いてもいた）の作品は貴重な資料となった
（図 4・5）。それらの作品については、ベル
リン市立博物館やアルテ・ナツィオナール・
ガレリーなどで閲覧を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 また、マルティン・グロピウスについては、
当該建物のマルティン・グロピウス（旧ベル
リン工芸博物館）を再度訪問したほか、ベル
リン市内に残されているマルティン・グロピ

ウス設計の建物を視察した。また、ベルリン
工芸博物館設計に関わる資料を、ベルリン工
芸博物館内図書室ならびにベルリン工科大
学などで閲覧した（図 7）。 
 加えて、「グロピウスのジオラマ」につい
ての基礎資料の調査と収集が重要であった
が、それについては、同じくベルリンの美術
図書館で閲覧した、当時の新聞記事や、ベル
リン工芸博物館の過去の展覧会案内やガイ
ドブックが貴重な情報を提供してくれた（図
6）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
 
調査・研究を進めたことで、これまで知られ
ていなかった様々な興味深い点が明らかに
なった。それを次に箇条書きで挙げておきた
い。 
 
（１）マルティン・グロピウスは、シンケル
派の最後で最大の建築家だと言われている
が、グロピウス家がカール・グロピウスの時
代から、シンケルと家族同然の親しい間柄に
あり、公私ともに大きな影響関係にあったこ
と。 
（２）「グロピウスのジオラマ」には、「芸術
ホール」が付設されており、そこでは展覧会

図 4 《ゲオルゲン通のグロピウス兄弟のジオラマ》
1835 年頃、ベルリン市立博物館財団 

図 5 エドゥアルト・ゲルトナー《グロピウス兄弟の
アトリエ》1830 年、アルテ・ナツィオナール・ガレ
リー 

図 6 「グロピウスのジオラマ内ドイツ産業博物館の
展示室」1868 年 

図 7 マルティン・グロピウス《ベルリン工芸博物
館、金工の間のデザイン》1885 年、ベルリン工科
大学 



や工芸品などの展示即売が行われていたこ
とが、当時の資料から明らかになった。つま
り、「ジオラマ」と「工芸博物館」は、展示
をめぐる視覚の問題だけではなく、具体的な
運営の問題でも、連続性を持つ施設だったの
である。 
（３）「グロピウスのジオラマ」の向かいに
は、「ジオラマ」用の作品を制作する「アト
リエ」が存在し、それが若手芸術家の育成場
所として機能していたことも、調査資料から
明らかになった。そこから、「ジオラマ」と
「工芸博物館」は、教育という観点からも共
通性をもつことが理解される。 
（４）「グロピウスのジオラマ」に端を発す
る「展示」「運営」「教育」といった問題意識
は、マルティン・グロピウスによるベルリン
工芸博物館建物の設計、ならびに建物内外の
装飾プログラムに影響を与えていることが、
設計図や、過去の写真などから明らかになっ
た。 
 
 今回の研究では、カールそしてマルティ
ン・グロピウスに関する基礎調査と、「グロ
ピウスのジオラマ」から「ベルリン工芸博物
館」への流れを、それぞれの建物の具体的な
仕様や利用方法に沿って位置づけることに、
かなりの時間と労力が必要であった。そのこ
とが大きな理由ともなり、開館時ないしそこ
から数年間のベルリン工芸博物館における
展示に関する資料調査について、現在判明し
ている資料の確認以上の新規資料を見つけ
ることができなかった。その部分の調査・研
究を補完することが喫緊の課題である。また、
本研究を、20 世紀さらには現在の、とくに工
芸・デザイン作品を収蔵している美術館の展
示の在り方に関する研究に繋げることも、今
後の更なる課題であると考える。［この点に
ついては、19 世紀における工芸博物館の存在
を別の角度からも分析するために、20 世紀に
おける工芸博物館といわゆる「デザイン」の
関係に関係する人物（例えばドイツ工作連盟
設立に際しての重要人物であるヘルマン・ム
テジウスや、美術批評家のユリウス・マイア
ー＝グレーフェなど）や、当時大きな影響力
を持っていた雑誌（『Dekorative Kunst』や
『Deutsche Kunst und Dekoration』など）に関
する基礎調査を行った。］ 
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